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研究成果の概要（和文）： 本研究は顎顔面補綴患者における術前から術後にかけての経時的変

化を客観的評価である発音検査と主観的評価である QOL のアンケート調査を用いて患者の回復

度を総合的に評価することを試みるものである。本研究結果より、手術前、上顎腫瘍切除患者

の手術直後から装着しているイミディエートサージカルオブチュレータ、その後創面が安定し

てから製作される最終顎義歯の発音機能評価及び QOLのスコアの特徴的な変化が示された。 
 
研究成果の概要（英文）： The purpose of this prospective study was to investigate  the 

speech outcome and the changes of the quality of life in maxillectomy patients at the 

presurgical stage, postsurgical stage with immediate surgical obturator and postsurgical 

stage with definitive obturator. It was suggested that the immediate surgical obturator be 

able to recover patient's speech at the definitive obturator and also the preoperative 

condition level. It was found that there were a difference in the scores of the QOL by a 

stage of the recovery and it was also found that the ways of change of the QOL scores were 

different by each stage.  
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１．研究開始当初の背景 

顎顔面補綴の目標は口腔・顎顔面領域に後
遺した欠損を対象に、失われた咀嚼・嚥下・
発音などの機能ならびに審美性の回復を図
ることである。顎顔面補綴患者の機能的・審
美的障害は一般補綴患者に比べ、その障害の
程度が重篤な場合が多い。そのため顎顔面補
綴患者のほとんどは機能的・審美的障害のみ

ならず、精神・心理的苦痛を抱えている。そ
のような顎顔面補綴患者においても治療の
目的は延命だけではなく、患者の生活の質の
向上が必要不可欠となっている。顎顔面補綴
患者の機能評価としては様々な手法がなさ
れているが、これまでの多くの研究は術後６
ヶ月以上経過した患者に対する機能評価を
行ったものがほとんどであり、術前のデータ
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を基に、術直後からの患者の回復程度を評価
した研究はほとんどみられない。QOL の向上
と社会復帰のために重要なのは、術前から比
較して機能障害がどの程度おこり、機能改善
手術も含めた再建手術、顎顔面補綴装置、訓
練によりどのくらいの回復が期待できるの
か、また経時的にはどのように改善していく
のかという予後予測である。そのような情報
提供がなされれば、患者の不安の解消に繋が
り、社会復帰への手助けになると考えた。 

さらに、手術前、手術直後の患者の状態を
鑑みると、非侵襲的で且つ患者負担の少ない
機能評価が必要であると考えられる。我々は
以前より発音機能に着目し、下顎欠損患者に
おける発声特性を明らかにしてきている。上
記の研究、さらに構音機能を含めた発音機能
を指標にすることにより、患者の負担を極力
少なくし、有効な機能評価を行うことができ
ると考えた。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は本学顎義歯外来を受診す
る術前患者を対象に手術前、イミディエート
サージカルオブチュレータ装着時、最終顎義
歯装着時をめどに、各時点での発音機能評価
とアンケート調査により患者の回復度を明
らかにすることである。 

 

３．研究の方法 

（１）対象 

本学を受診した上顎腫瘍切除予定の患者
の中から、手術後の骨欠損形態が Aramany分
類Ⅱに属した 10 名（男性 6 名、女性 4 名）
及び、上顎腫瘍切除予定の患者の中から 9名
（男性 6名、女性 3名）とした。 

なおすべての患者からインフォームドコ
ンセントが得られている。また、本研究は本
学歯学部倫理審査委員会 承認番号 389 に
よって承認を受けている。 

 
（２）方法 

イミディエイトサージカルオブチュレー
タ装着時，ディフィニティブオブチュレータ 
(最終顎義歯） 装着時に発語明瞭度検査を行
い比較した。また子音別発語明瞭度として構
音様式別，構音点別発語明瞭度を算出した。 

発語明瞭度検査は録音を防音室内で行い，
パソコン画面にランダムに 2秒間隔に表示さ
れる単音節 100語を発音してもらい，それを
PCMレコーダー（PCM-D50，SONY，東京，日本）
にて録音した．その後，聴覚に異常のない日
本語を母国語とする 5名が再生された被験者
の音声を聞き取り，記入用紙に記載した 5 名
のデータのうち，最高値と最低値を省いた 3

名の平均値を発語明瞭度とした。 

さらに手術前、イミディエイトサージカル
オブチュレータ装着時とディフィニティブ

オブチュレータ (最終顎義歯） 装着時に
University of Washington Quality of Life 
Questionnaire ver4（UW-QOL ver.4）を用い
た QOL のアンケート調査を行った。
UW-QOLver.4 は頭頸部癌の疾患特異性を考慮
した QOLの評価スケールとして広く知られて
いる。 

 

（３）統計 

イミディエイトサージカルオブチュレー
タ装着時とディフィニティブオブチュレー
タ (最終顎義歯） 装着時の発語明瞭度の統
計分析には Wilcoxon 符号付き順位和検定を
用いた。 
QOL のアンケート調査における分析は反復

測定 1 元配置分散分析、Bonferoni 補正法を
用いて行った。 
 
４．研究成果 
（１）発語明瞭度検査について  
イミディエイトサージカルオブチュレー

タ装着時の発語明瞭度は 86.83％，ディフィ
ニティブオブチュレータ (最終顎義歯） 装
着時では 89.17％となり統計学的に有意差は
見られず，両者とも軽度言語障害を示した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1. 発語明瞭度 
 
また子音別発語明瞭度では構音様式別発

語明瞭度に有意差は見られなかったが，構音
点別発語明瞭度では歯音に有意差がみられ
た (p=0.03)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２．構音様式別発語明瞭度 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
図３．構音点別発語明瞭度 
 

（２）QOLのアンケート調査について 
UW-QOLver.4 を用いた検査結果は手術前、

サージカルオブチュレータ装着間とサージ
カルオブチュレータ装着、ディフィニティブ
オブチュレータ装着間に有意差（p < 0.05)
がみられた項目は痛み、活動、飲み込み、噛
むことの４項目であった。 
 手術前、サージカルオブチュレータ装着間
に有意差（p < 0.05)が見られた項目は外観、
余暇の過ごし方、会話、気分であった。 
 手術前、サージカルオブチュレータ装着間
と手術前、ディフィニティブオブチュレータ
装着間に有意差（p < 0.05)がみられた項目
は味覚であった。 
 手術前、ディフィニティブオブチュレータ
装着とサージカルオブチュレータ装着とデ
ィフィニティブオブチュレータ装着間に有
意差（p < 0.05)がみられた項目は心配であ
った。 
 サージカルオブチュレータ装着とディフ
ィニティブオブチュレータ装着間に有意差
（p < 0.05)がみられた項目は包括的な QOL
の項目であった。 
 これらの結果より術前、イミディエイトサ
ージカルオブチュレータ装着時、ディフィニ
ティブオブチュレータ装着時の評価時点に
おける、QOL の各質問項目による特徴的な変
化が明らかになった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図４．QOLスコア 

（痛み、活動、飲み込み、噛むこと） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図５．QOLスコア 
（外観、余暇の過ごし方、会話、気分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図６．QOLスコア（味覚） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図７． QOLスコア（心配） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 
図８．QOLスコア（包括的 QOL項目） 



（３）考察 
発音機能においてはディフィニティブオ

ブチュレータだけでなく、サージカルオブチ
ュレータを使用することで発音機能は術前
に近い値にまで回復しているが、それに対す
る患者の主観的なアンケート結果は手術前
とイミディエイトサージカルオブチュレー
タには発音機能に違いがあると感じている
ことが示唆された。しかしその後のディフィ
ニティブオブチュレータ装着時においては
手術前と統計的な有意差は見られなかった。 
 患者の精神的不安が増大し、身体機能の低
下が起こる術前、術直後の時点においても、
発音機能検査は比較的簡便で、患者に対する
負担が少ないため検査が可能であったと思
われた。 
 術後早期に補綴装置を装着し機能回復を
図ることは患者立脚型アウトカムである QOL
の評価からも患者の術直後の心理的ショッ
クを軽減することに役立つと思われた。さら
にデータを蓄積することで術前に、術後の回
復経過に関する情報をさらに詳しく患者に
提供することが可能となり、手術や術後に起
こる障害への不安の軽減が可能となると考
えられた。 
 今回の研究では様々な治療法があること
や、追加治療を行うための入退院や通院不可
能な時期がある場合もあり、検査できる時期
が個々により変わってきてしまうことが多
いことも明らかになった。また患者の精神的
負担が過重な時期になるため、手術前に検査
の同意が得られないケースもあることもわ
かった。今後はさらにデータの蓄積を行って
いく必要があると考えられる。 
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